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国際オープンアクセスウィーク 
国際オープンアクセスウィークはオープンアクセス（OA）の推進キャンペーン週間（主催：米国 SPARC）です。例年、

世界各地の大学等で OA に関連する講演会やポスター掲示など様々な取り組みが展開されます。今年は”Open in 

Action（行動に移そう）”をテーマとして、10 月 24 日（月）から 10 月 30 日（日）にかけて開催されます。 

 

近年、世界的にオープンアクセスに対する意識が高まってきており、国内においても、オープンアクセスリポジトリ推進協会と

いう、全国の学術機関リポジトリによるオープンアクセス活動に共同で取り組む組織が今年 7 月に設立され、本学も加盟

します。 

 

オープンアクセスとは？ 
オープンアクセスとは、査読付きの学術雑誌論文等を Web 上で無料公開し、読者が障壁なくアクセスできるようにする

仕組みです。この仕組みが始まった背景には、学術雑誌の価格高騰によって、研究に不可欠な論文の入手が困難にな

っている状況があります。また、最新の研究成果を自由に共有・利用できることで、更なる研究や教育の推進も期待でき

ます。 

論文をオープンアクセスにすると、以下のようなメリットがあります。 

 全世界の人に無料ですぐに読んでもらえるようになります 

 読者数が増えることで、引用される可能性が高くなります 

 

オープンアクセスを実現するための手段 
オープンアクセスを実現するには、以下の二つの手段が最もよく知られています。 

 

●Green OA（セルフアーカイブ） 

インターネット上のサーバに研究者自らが執筆論文を登録し、無料で公開する方法です。 

代表的なものとしては以下のようなものがあります。 

1. 各大学・研究所などが設置している機関リポジトリ 

2. 政府主導のセントラルリポジトリ（米国 National Institutes of Health（NIH）の PMC など） 

3. 分野別のプレプリントサーバ（物理学分野を中心とする arXiv.org のような分野別のアーカイブ） 

4. 著者のウェブサイト 

東京大学でも「東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）」という機関リポジトリを設置しています。 

 

●Gold OA（オープンアクセス誌への投稿） 

誰でも無料で読める学術雑誌（オープンアクセス誌）に投稿することでオープンアクセスを実現する方法です。 

 

 

今日からはじめるオープンアクセス ～あなたの研究を世界に開く～ 
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東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository） 
学術雑誌論文、学位論文、紀要論文、学会発表資料、研究調査報告書など、東京大学の知を発信するのが東京大

学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）です。東京大学で創出される世界水準の研究成果の visibility と速

報性の向上、知識群の Open Access 化、さらに学術と社会の交差を図りつつ、国際的な学術交流に寄与することを

目的とした発信拠点です。 

 

東京大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository） 

http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp 

 

オープンアクセス誌とは？ 
通常、学術雑誌は購読料を支払って購読するものですが、オープンアクセス誌は誰でも無料で読むことのできる学術雑

誌です。著者が支払う論文掲載料（APC：Article Processing Charge）で出版を維持していることが特徴です。

他の学術雑誌と同様、自由投稿、査読による審査を経て掲載となります。 

オープンアクセス誌の先駆けである Public Library of Science 社が発行する PLOS ONE が有名ですが、現在では

様々な雑誌が発行されています。大手学術出版社が発行しているオープンアクセス誌もあります。 

オープンアクセスではない学術雑誌でも、著者が APC を支払うことで自著論文をオープンアクセスにできるオプションを用

意していることもあります。これはハイブリッド OA と呼ばれています。 

APC が割引になるサービスもあります。割引についてはご所属の図書館室にご相談ください。 

 

博士論文のインターネット公表について 
2013 年の学位規則の改正により、2013 年 4 月以降に授与された博士の学位に係る論文（博士論文）は、原則

インターネット上での公表が義務化となりました。 

インターネット上での公表は、所属機関の学術機関リポジトリへの登録などによって実現しています。東京大学でも東京

大学学術機関リポジトリ（UTokyo Repository）への博士論文の登録を行っており、5,591 件登録されています。

（2016 年 9 月 1 日現在） 

 

 

ご質問はこちらまで 

「東京大学附属図書館 ASK サービス」からお問い合わせください。 

ASK サービス https://opac.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/opac/ask/?lang=0  

 

リポジトリ登録に関しては以下にお問い合わせください。 

デジタルライブラリ担当 ir-support@lib.u-tokyo.ac.jp 
 

 
2016 年 10 月 24 日(月)～10 月 30 日(日) 


